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Information
　本学では、大学教員が高校などに出向いていく出前
講義を実施しています。生徒の皆さんに大学講義の雰囲
気を感じていただき、さらに日常の授業では体験できな
い、より専門的な内容や最新の研究成果などについて、
わかりやすくお話しするものです。

NiASセミナー
『出前講義』豊富なメニュー

　高校におけるキャリア教育、進路指導の一環として、本学
の施設・設備を利用した学習プログラムを準備しています。

対象者は人物に優れ、成績上位の者。
上位をA1、それに次ぐ者をA2として選考します。
A1は授業料の全額、A2は授業料の半額を免除します。

『体験学習』多彩なプログラム

　長崎総合科学大学の2027年
度入学者用の大学案内パンフ
レットと学生募集要項が完成しま

した。パンフレットは「大学案内」のほか、概要を紹介した「ダイ
ジェストガイド」があります。お気軽に資料をご請求ください。

資料請求
受付中

大学案内
パンフレット発行！

出前講義、
体験学習
申込受付中

◎詳細は教育支援部  入学支援センターまたは
　大学ホームページ https://nias.ac.jp/まで

0120-801-253
E-mail  nyushi@nias.ac.jp

お問い合せ先

ニアス

※NiAS（ニアス）は、大学の英文名
　Nagasaki Institute of Applied Scienceの略称です。

https://www.instagram.com/n.souka.dai

本学サイトに
アクセスできます。

※成績不振等で資格取り消し有

学費サポート制度（特待生制度・優待生制度）

入試日程

一般選抜（Ⅰ期・Ⅱ期）および
共通テスト利用選抜にて選考

A特待生

総合選抜にて選考
スポーツ特待生学校推薦型選抜、総合型選抜および

外国人留学生入試にて選考
B特待生

SNSでも情報発信中
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対象は、スポーツにおいて優秀な成績を
収め、それを本学で発揮しようとする者。
ただし、対象競技種目はサッカー。授業
料の半額を免除します。
※成績不振等で資格取り消し有

対象者は高度な特技・資格を有し、それを本学で発揮しようとするなど、特色のある者。上位
をB1、それに次ぐ者をB2として選考します。
B1は授業料の全額、B2は授業料の半額を免除します。
※総合選抜女性枠で合格した者はB2として採用されます。また特に優秀な成績を収めるとB1として採用される可能性があります。
※外国人留学生入試はB2のみの選考になります。
※成績不振等で資格取り消し有

先端工学部広告

出願期間
（必着）

学校推薦型選抜 総合型選抜〈専願〉 一　般　選　抜

一　般　選　抜 共通テスト利用選抜

総合選抜〈含む、女性枠〉

一般推薦選抜、
専門学科、総合学科選抜

公募推薦、指定校推薦〈専願〉

前　期 後　期

11/1㈰
〜

11/13㈮

11/16㈪
〜

12/1㈫

11/22㈰ 12/13㈰

12/2㈬ 12/25㈮

本学、福岡
大阪、東京

本学、福岡
大阪、東京

本学、福岡
大阪、東京

本学、福岡
大阪、東京本　学 本　学

本学での個別試験は課しません

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

試験日

合格
発表日

試験場

Ⅳ　 2/7㈰
Ⅴ　 3/7㈰
Ⅵ　 3/22（祝・月）

Ⅰ　 9/14㈪～10/2㈮
Ⅱ　11/1㈰～11/13㈮
Ⅲ　11/16㈪～12/1㈫

Ⅳ　 1/4㈪～ 1/27㈬
Ⅴ　 2/10㈬～ 3/1㈪
Ⅵ　 3/8㈪～ 3/21㈰

Ⅰ　10/18㈰
Ⅱ　11/22㈰
Ⅲ　12/13㈰

Ⅰ　11/5㈭
Ⅱ　12/2㈬
Ⅲ　12/25㈮

Ⅳ　 2/18㈭
Ⅴ　 3/11㈭
Ⅵ　 3/24㈬

1/4㈪
〜

1/27㈬

2/10㈬
〜
3/1㈪

3/8㈪
〜

3/21㈰

2/6㈯
・
2/7㈰

2/18㈭

3/7㈰ 3/22（祝・月）

3/11㈭ 3/24㈬

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

1/4㈪
〜

1/27㈬

2/10㈬
〜
3/1㈪

3/8㈪
〜

3/21㈰

2/18㈭ 3/11㈭ 3/24㈬

ー ー ー

長崎総合科学大学の最新情報を、公式Facebook・YouTube・Instagram で配信中！
キャンパスの様子やイベント情報など、本学の魅力をお届けしています。ぜひ、フォローやチャンネル登録をお願いします。



●
工
学
部
工
学
科
機
械
工
学
コ
ー
ス
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旭
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さ
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出
身
高
校
：
長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学
校（
出
身
地
：
長
崎
県
）
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私
は
ド
ロ
ー
ン
の
研
究
開
発
に
挑
戦
す
る
た
め
に
本
学
を

志
望
し
ま
し
た
。附
属
高
時
代
に
大
学
と
の
連
携
活
動
を
通

し
て
ド
ロ
ー
ン
に
深
く
触
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
際
、教
授
か
ら

本
学
で
は
多
角
的
な
研
究
が
で
き
る
と
聞
き
、と
て
も
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。将
来
は
二
等
に
加
え
一
等
無
人
航
空
機
操

縦
士
の
資
格
を
目
指
し
、充
実
し
た
環
境
の
下
で
技
術
を
磨

い
て
い
き
た
い
で
す
。

●
工
学
部
工
学
科
船
舶
工
学
コ
ー
ス

今
坂 

り
こ 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
新
潟
県
立
海
洋
高
等
学
校（
出
身
地
：
新
潟
県
）
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│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
入
学
し
て
2
か
月
が
経
ち
、大
学
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て

き
ま
し
た
。最
初
は
高
校
と
の
違
い
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、先

生
方
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
講
義
に
臨
め
て
い

ま
す
。専
門
的
な
授
業
は
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、新
し
い
知
識

を
学
ぶ
楽
し
さ
を

実
感
す
る
毎
日
で

す
。今
後
も
学
業
や

友
人
と
の
交
流
を

大
切
に
、充
実
し
た

日
々
を
送
り
た
い

で
す
。

●
工
学
部
工
学
科
機
械
工
学
コ
ー
ス

田
中 

隆
也 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
長
崎
東
高
等
学
校

（
出
身
地
：
長
崎
県
）
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
入
学
し
て
2
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。初
め
は
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、今
は
日
々
楽
し
く
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。勉
強
や
部
活
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
、そ
れ
自
体
が
楽
し
く
面
白
い
の
で
す
が
、友
達

や
先
輩
な
ど
こ
れ
ま
で
と
違
い
、幅
広
い
人
達
と
の
関
わ

る
こ
と
で
、大
学
な
ら
で
は
の
魅
力
や
新
鮮
さ
を
感
じ
ま

し
た
。大
学
生
と
し
て
ま
だ
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
胸
を

弾
ま
せ
な
が
ら
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 ●

工
学
部
工
学
科
電
気
電
子
情
報
コ
ー
ス

長
嶺 

大
柊 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
日
本
大
学
高
等
学
校（
出
身
地
：
長
崎
県
）
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│
│
│
│
│

　
私
は
兄
の
影
響
で
半
導
体
に
興
味
が
あ
り
、電
気
電
子
情

報
コ
ー
ス
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
半
導
体
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、少
人
数
で
勉
強
し

や
す
く
、資
格
取
得
も
で
き
る
の
で
自
分
が
将
来
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
社
会
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

●
工
学
部
工
学
科
建
築
学
コ
ー
ス

佐
伯 

結
衣 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
長
崎
南
高
等
学
校

（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
先
生
方
や
友
人
に
も
恵
ま
れ
、楽

し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。専

門
科
目
で
は
建
築
物
や
建
物
の
仕

組
み
な
ど
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、毎
回
楽
し
く
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。共
通
科
目
は
自
分
の
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
学
習
で
き
る
環
境
な
の
で

改
め
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

長崎総合科学大学を

志望した理由は

何ですか？

Q.1

●
工
学
部
工
学
科
医
療
工
学
コ
ー
ス

杉
本
蓮 
さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
玉
成
高
等
学
校（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
私
が
本
学
を
志
望
し
た
理
由
は
、医
療
機
器

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
工
学
技
士
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。本
学
は
医
療

工
学
を
学
ぶ
環
境
が
と
て
も
充
実
し
て
お
り
、

国
家
試
験
の
合
格
率
が
高
い
と
こ
に
魅
力
を

感
じ
て
受
験
を
決
め
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
た
際
、先
生
や
先
輩

方
が
授
業
や
実
習
に
つ
い
て

親
身
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、こ

こ
な
ら
安
心
し
て
学
べ
る
と

感
じ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由

で
す
。大
学
生
活
で
は
、医

学
と
工
学
の
専
門
知

識
を
し
っ
か
り
身

に
付
け
、未
来
の

医
療
現
場
に
貢

献
で
き
る
よ
う
毎

日
の
勉
強
に
励

み
た
い
と
思
い
ま

す
。

～～新入生に聞きました～

   NEW
STUDENT  
INTERVIEW!

●
工
学
部
工
学
科
建
築
学
コ
ー
ス

洲
﨑 

徳
聖 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
長
崎
工
業
高
等
学
校

（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
情
報
基
礎
の
授
業
を
受
け
て
み
て
、

w
o
r
d
や
E
x
c
e
l
の
使
い
方
は
少
し

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。授
業
の
進
み

方
が
速
く
感
じ
ま
し
た
が
、早
く
慣
れ
て
い
き

積
極
的
に
聞
き
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
工
学
部
工
学
科
医
療
工
学
コ
ー
ス

千
北 

來
実 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
海
星
高
等
学
校（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
大
き
く
環
境
が
変
わ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、授
業

や
サ
ー
ク
ル
で
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。先
生
方
も
親
し
み
や
す
く
、

専
門
分
野
も
詳
し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
入
学
当
初

と
違
い
不
安
が
な
く
な
り
ま
し
た
。4
年
間
を
過
ご

し
て
い
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

●
総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

嵩
下 

和
航 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
長
崎
南
高
等
学
校

（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
大
学
で
は
、専
門
的
な
分
野
や
興
味
の
あ
る
分
野
の
受

講
を
自
身
で
選
び
受
講
で
き
先
生
方
も
面
白
く
充
実
し
た

大
学
生
活
を
お
く
れ
る
こ
と
が
魅
力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

特
に
本
学
で
は
学
費
減
免
制
度
に
手
厚
く
大
学
院
へ
の

進
学
時
に
は
入
学
金
や
授
業
料
が
実
質
無
料
に
な

る
と
い
う
点
に
お
い
て
大
学
院
進
学
ま
で
視
野
に

入
れ
て
将
来
を
見
据
え
る
こ
と
の
で
き
る
良
い
大

学
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

●
総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科
知
能
情
報
コ
ー
ス

森 

大
葵 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
西
陵
高
校
高
等
学
校

（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
私
が
本
学
を
志
望
し
た
理
由
は
、少
人
数
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
に
魅
力
を
感
じ
た
か

ら
で
す
。質
問
が
し
や
す
い
環
境
で
、技
術
を
理

論
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、実
践
的
な
演
習
を
通

し
て
学
ん
だ
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、情
報
工
学
を
は
じ
め
、人
工
知
能
や
シ
ス

テ
ム
開
発
と
いっ
た
幅
広
い
分
野
を
学
び
、将
来

は
高
度
な
情
報
技
術
を
駆
使
し
て
、社
会
の
仕

組
み
や
人
々
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
で
き
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
、本
学
は
最
適
な
環
境
だ
と
思
い
、

志
望
し
ま
し
た
。

●
工
学
部
工
学
科
船
舶
工
学
コ
ー
ス

T
EO
FILU

S TA
K
A
 H
EIW

A
 

さ
ん

（
テ
オ
フィ
ル
ス・タ
カ・ヘ
イ
ワ
） 

 

出
身
高
校
：SM

A N
egeri 2 Sem

arang

（
出
身
地
：イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
船
の
設
計
や
製
造
に
深
く
関
わ
る
た
め
、造
船
の
街
で

あ
る
長
崎
で
船
舶
工
学
を
学
び
た
い
と
考
え
本
学
を
志

望
し
ま
し
た
。製
図
や
数
学
と
い
っ
た
基
礎
分
野
か
ら

し
っ
か
り
と
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
環
境
に
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。日
々
の
授
業
に
全
力
で
取
り
組
み
、将

来
は
現
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
実
践
力
を
持
っ
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
目
指
し
た
い
で
す
。

●
別
科
日
本
語
研
修
課
程

N
G
 YIX

U
A
N
 

さ
ん

（
ウ
ン 
イ
ン
ケ
ン
） 

 

出
身
高
校
：SM

K KO
TA KEM

U
N
IN
G

（
出
身
地
：マレ
ー
シ
ア
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
父
が
こ
の
学
校
を
紹
介
し
て
く
れ
て
、兄
も
通
っ
て
い
る
の
で
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。ま
た
、先
生
方
が
と
て
も
親
切
で
、素
晴
ら
し
い
人

た
ち
に
出
会
え
る
と
思
っ
た
の
で
志
望
し
ま
し
た
。実
際
に
入
学
し
て

か
ら
は
、授
業
の
お
か
げ
で
日
本

語
を
話
す
自
信
が
つ
き
、こ
の

大
学
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

日
本
語
の
勉
強
を
頑
張

り
、将
来
に
生
か
し
た
い

で
す
。

●
別
科
日
本
語
研
修
課
程

JEH
A
N
 FU
D
H
LA

Z
A
H
IID
A
 

さ
ん

（
ジェハン
　
フ
ド
ラ
　
ザ
ヒ
ー
ダ
） 

 

出
身
高
校
：M

adrasah Aliyah N
egeri 

　
　
　
　
　2 Kota M

alang

（
出
身
地
：イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
あ
っ
と
い
う
間
に
2
か
月
が
過
ぎ
、も

う
二
つ
目
の
季
節
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

漢
字
を
使
わ
な
い
国
か
ら
来
た
私
は
、初

め
は
不
安
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。で
も
、友
達
と
先
生
方
は
親
切
に
接

し
て
く
れ
た
の
で
、今
は
楽
し
く
授
業
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、他

の
人
に
親
切
に

す
る
心
の
大
切

さ
も
学
び
ま
し

た
。こ
れ
か
ら

の
留
学
生
活
も

楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

●
総
合
情
報
学
部

　
総
合
情
報
学
科
知
能
情
報
コ
ー
ス

齋
藤 

結
愛 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
長
崎
工
業
高
等
学
校

（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
不
安
で
し
た
が
、学
内

で
迷
っ
て
い
た
ら
先
生
が
教
室
の
場
所
を
教
え

て
く
だ
さ
り
、分
か
ら
な
い
こ
と
は
丁
寧
に
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
環
境
だ
と
感
じ
ま
し
た
。今
は

コ
ー
ス
内
の
趣
味
の
合
う
友
達
や
、所
属
し
た
委

員
会
で
他
の
コ
ー
ス
の
先
輩
や
同
級
生
た
ち
と

出
会
い
、楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

●
総
合
情
報
学
部

　
総
合
情
報
学
科
経
営
情
報
コ
ー
ス

橋
口 

佳
愛
奈 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
諫
早
商
業
高
等
学
校（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
長
崎
が
大
好
き
で
、将
来
は
地
域
に
貢
献
で
き
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、地
域
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
地
方
創
生
に
つ

い
て
学
べ
る
環
境
に
魅
力
を
感
じ
、本
学
を
志
望
し
ま
し
た
。本
学
で
デ
ー

タ
分
析
や
経
営
理
論
を
基
礎
か
ら
実
践
的
に
学
び
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
し
て
地
域
の
現
場
で
活
か
せ
る
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
総
合
情
報
学
部

   

総
合
情
報
学
科
経
営
情
報
コ
ー
ス

島
内 

崇
新 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
総
合
科
学
大
学
附
属
高
等
学
校

（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
自
分
は
将
来
、経
営
と
I
T
を
融
合

さ
せ
た
革
新
的
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
会
社

を
起
業
し
た
い
と
考
え
、本
学
を
志
望

し
ま
し
た
。経
営
情
報
コ
ー
ス
で
経
営
学

と
情
報
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
知
識
を
体
系
的
に
学
び
、デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
た
健
康

的
な
ジ
ム
経
営
の
基
盤
を
築
き
た
い
で
す
。在
学
中
か
ら
起
業
を
見
据
え
、社
会
に
新

た
な
価
値
を
提
供
で
き
る
力
を
培
い
ま
す
。

●
総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

品
川 

彩
葉 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
県
立
西
陵
高
等
学
校（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
私
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
な
ど
の

環
境
問
題
に
関
心
が
あ
り
、長
崎
総
合
科

学
大
学
で
は
そ
う
いっ
た
研
究
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
志
望
し
ま
し
た
。自
分
が
関

心
の
あ
る
分
野
を
学
び
な
が
ら
様
々
な
資

格
の
取
得
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、教

員
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
点
も
こ
の
大
学
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ

で
す
。

Q.2
入学して約2か月

長崎総合科学大学は

どんな感じ?

●
工
学
部
工
学
科
電
気
電
子
情
報
コ
ー
ス

西
田 

翔 

さ
ん

 

出
身
高
校
：
長
崎
玉
成
高
等
学
校（
出
身
地
：
長
崎
県
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
大
学
の
講
義
は
受
講
し
た
後
に「
こ
の
講
義
を
受
講
し
て
よ
か
っ
た
な
」

と
思
え
る
も
の
を
自
分
で
選
ぶ
の
が
意
外
と
難
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、大

学
は
自
分
で
受
講
す
る
講
義
を
選
ぶ
以
外
に
も
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

「
や
っ
て
み
た
い
」を
実
践
で
き
る
場
所
が
多
く
あ
る
の
で
、「
自
分
の「
好

き
」を「
力
」に
変
え
ら
れ
る
」そ
ん
な
大

学
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
胸

を
弾
ま
せ
な
が

ら
充
実
し

た
日
々
を

過
ご
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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2027年4月、８つの学びが、次のステージへ。

先端工学部先端工学部 工学部工学科工学部工学科 総合情報学部総合情報学科総合情報学部総合情報学科これまでの4つの学びは、　　　の新たな学びへ
建築コースへグリーン・デジタル学科 / グリーン船舶システム学科へ生まれ変わります。

現：工学部工学科建築学コース
［３年］大瀬良 光音

医療情報工学コースへ 知能情報コースへ 経営情報コースへ

■建築との出会い
　意匠設計を中心に、構造や環境ま
で建築を総合的に学べることに魅力
を感じ、建築学コースを選びました。
─────────────────
■大学での挑戦
　模型制作や図面作成を通して発想
を形にし、講評や発表を重ねること
で、自分の考えを伝える力も磨いてい
ます。
─────────────────
■広がる視野
　仲間との意見交換を通して新たな
視点に触れ、主体的に学びながら建
築への理解を深めています。

現：総合情報学部総合情報学科
環境デザインコース
［１年］山崎 杏樹
■学びの広がり
　興味のある分野を専門的に学び、
毎日の授業を通して新しい知識や考
え方に触れています。
─────────────────
■成長を実感
　自ら考え学ぶ授業や、意見交換・レ
ポート作成を通して、自分の考えを伝
える力が身に付きました。
─────────────────
■未来の後輩へ
　先端工学部で、環境・バイオとAI を
組み合わせた新しい学びに挑戦し、
自分らしい発想で持続可能な社会づ
くりに貢献してください。

現：工学部工学科電気電子工学コース
［３年］山口 愛唯
■学びとの出会い
　将来の目標が決まっていなかった
私にとって、興味や得意なことを見つ
けながら進路を選べる自由度の高い
カリキュラムが魅力でした。
─────────────────
■自分のペースで成長
　苦手だった数学も基礎から丁寧に
学べる授業と、先生に気軽に質問で
きる少人数教育のおかげで、自信を
持って学べるようになりました。
─────────────────
■未来の後輩へ
　AIやデジタル技術は、これからの
社会に欠かせない分野です。先端工
学部で基礎からしっかり学び、自分の
可能性を広げてください。

現：工学部工学科機械工学コース
［４年］真崎 翔平
■ものづくりとの出会い
　ものづくりへの興味から機械工学
コースへ。少人数制のため先生との距
離が近く、質問しやすい環境で学ん
でいます。
─────────────────
■実践的な学び
　原付バイクやミニカーの分解・組
立、計測・分析など、実践的な授業を通
してものづくりの技術を磨いています。
─────────────────
■未来の後輩へ
　AIロボットなどの最先端技術に触
れながら、先端工学部で、ものづくり
の楽しさを存分に味わってください。

現：工学部工学科船舶工学コース
［２年］大久保 風香
■船との出会い
　長崎の造船所を見た感動がきっか
けで、船舶工学の道へ。全国でも数少
ない専門教育に魅力を感じ、本学を
選びました。
─────────────────
■大学での挑戦
　仲間と協力して回流水槽を制作し
しました。造大祭では実行委員として
企画・運営にも挑戦。チームワークの
大切さを実感しました。
─────────────────
■未来の後輩へ
　先端工学部で、AI や環境技術を取
り入れた次世代の船づくりに挑戦し、
長崎から世界へ羽ばたく技術者を目
指してください。

現：工学部工学科医療工学コース
［１年］谷口 健大
■医療への一歩
　人と関わりながら社会に貢献できる
仕事に魅力を感じ、医療工学コースを選
びました。臨床工学技士国家試験で4年
連続合格率100％という実績も入学の
決め手になりました。
─────────────────
■専門知識を身に付ける
　医療現場で求められる知識や技術を
基礎から学び、将来を見据えながら日々
専門性を高めています。
─────────────────
■未来への目標
　第2種ME技術実力検定試験、そして
臨床工学技士国家試験の合格を目指
し、人の命を支える医療のプロフェッ
ショナルを目指しています。

現：知能情報コース
［４年］石田 和也
■きっかけはプログラミング
　高校の情報の授業をきっかけにプ
ログラミングに興味を持ち、知能情報
コースへ。IT分野で活躍したいという
夢が進学の原点です。
─────────────────
■試行錯誤が成長につながる
　さまざまなプログラミング言語を学
び、試行錯誤を重ねながら知識と技術
を磨いています。思い通りに動いた瞬間
の達成感が次の挑戦への原動力です。
─────────────────
■未来への目標
　資格取得や卒業研究に取り組み、
情報化社会に貢献できるITエンジニ
アを目指しています。

現：マネジメント工学コース
［４年］田中 萌乃
■経営との出会い
　高校で商業を学び、経営やマネジ
メントに興味を持ちました。専門知識
と実践力を身に付けたいと考え、本
コースを選びました。
─────────────────
■視野を広げる学び
　起業やデータ分析など、さまざまな
目標を持つ仲間と学び合い、多様な
価値観に触れながら成長しています。
─────────────────
■未来への目標
　主体的に行動し、周囲から信頼さ
れる存在として、会社に欠かせない人
材を目指しています。

※現在の学部・学科・コースに在籍する学生は、卒業まで現行の教育課程で学びます。

※ナビゲーター：Morning john さん、理恋さん（ご協力ありがとうございました。）

特 集特 集

2027年
4月

学部・学科
再編！

2027年
4月

学部・学科
再編！

さらに、
もっと学びやすく。工学部工学科

■船舶工学コース
■機械工学コース
■電気電子情報コース
■建築学コース
■医療工学コース

総合情報学部総合情報学科

■知能情報コース
■経営情報コース
■環境デザインコース

現在（～2026年度）

5
コース

3
コース

2027年4月  学部・学科再編！

学びのフィールドが広がり、
進化した環境で、
未来を切り拓くチカラを育てます。

先端 工学部

■グリーン・デジタル学科
■グリーン船舶システム学科

工学部工学科

■建築コース
■医療情報工学コース

2
学科

2
コース

総合情報学部総合情報学科

■知能情報コース
■経営情報コース

2
コース

電 子情 報 バイオ 船 舶環境デザイン機 械電 気

Close-up People

2027年度

竣工予定 友人とリフ
レッシュし

ながら、充
実した

キャンパス
ライフを過

ごせます。

新しくつ
くる。

もっと良
くする。

より快適に、
もっと学びや

すく。

長崎総合科学
大学は

進化を続けて
います。

スクールバ
スの運行 トイレの改修

体育館の冷
暖房設置

2028年度
予定

3on3バス
ケットゴール

の設置

もっと快適に！ 洋式トイレへ転換。
女性用トイレの増設。

冷暖房整備
を備えた

体育館へリ
ニューアル

。

長崎市内か
ら

便利で安全
に通学。

キャンパ
ス進化中

。

毎日をより快
適に過ごせる

環境を目指し
ています。

新キャンパス
の建設

学生寮の建て替え2028年度予定学生が安心して快適に生活できるよう、新しい学生寮の整備を計画しています。

「知能情報
学科（仮称

）」を設置構
想中。

AI の基礎を
学び、その力

を多様な

産業分野へ
つなげる

人材を育成
します。

高等専門学
校の設置構

想中
2028年度

開設を
目指します

G X DX AI

＋AI
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長崎総合科学大学  財務部  財務調達班　未来創造寄付金担当
TEL：095-838-5118　FAX：095-839-0584　e-mail：mkifu＠nias.ac.jp

寄付のお申込み
お問い合わせ

創立85周年記念（令和9年度）

長崎総合科学大学応援基金

長崎総合科学大学「応援基金」ご寄付のお願い
　来年、創立85周年を迎えます。学校運営を取り巻く環境は大きく変化しており、また、経済的事
情により修学継続に不安を抱える学生も増加しております。本法人として、奨学金制度の充実や修
学支援の強化など、安心して学べる環境整備に一層力を注いでいるところです。

　本法人の取組みにご理解を賜り、さらなる教育・研究の発展と学生・生徒支援充実のため、引き
続き温かいご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

ご
支
援
に
感
謝
し
、

未
来
の
学
び
に
つ
な
げ
ま
す
。

高
校
か
ら
は
じ
ま
る
。

挑
戦
は
、次
の
力
に
な
る
。

多
く
の
温
か
い
ご
支
援
が
、本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
を
支
え
、

学
生
の
未
来
を
育
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
総
合
科
学
大
学
同
窓
会
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
25
日

6
月
26
日

　
6
月 

25
日
、本
学
3
号
館
理
事
長
室
に
お
い
て
贈
呈
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。御
所
健
剛
会
長
か
ら
黒
川
不
二
雄
理
事
長
へ
寄
付

金
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
、大
学
と
学
生
へ
の
継
続
的
な
支
援
へ
の

思
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、教
育
環
境
の
充
実
と
大
学
の
発
展
の
た
め
有
効
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
崎
市
在
住
の
伊
達
木
百
合
子
様
よ
り

土
地
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
寄
贈
地
：
長
崎
市
北
浦
町
の
土
地　

2
0
，3
3
8
㎡
）

※
長
崎
造
船
大
学
は
、現
在
の
長
崎
総
合
科
学
大
学

　
（
1
9
7
8
年
に
校
名
変
更
）。

　
6
月 

26
日
、本
学
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
で
感
謝
状
贈
呈
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。黒
川
不
二
雄
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
、深
い

謝
意
を
表
し
ま
し
た
。寄
贈
い
た
だ
い
た
土
地
は
、「
地
域
共
創
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」の
推
進
に
活
用
し
、教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献
の

拠
点
と
し
て
地
域
の
発
展
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

長
崎
造
船
大
学
建
築
学
科
4
期
生
輿
水
進
様
よ
り

写
真
集
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

D
X
・
知
財
・
モ
ノ
づ
く
り
・
部
活
動
。

令
和
８
年
度
長
崎
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

附
属
高
校
は
、テ
クノ
ロ
ジ
ー
を
味
方
に
。ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
。

『
一
生
モ
ノ
の
武
器
』を
手
に
入
れ
る
場
所
。

　
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
の
景
観
や
開
発
の
歩
み
を
ま
と
め
た
写

真
集
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
書
は
、長
崎
オ
ラ
ン
ダ

村
か
ら
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
と
受
け
継
が
れ
た
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
や
景
観
の
変
遷
を
記
録
し
た
貴
重
な
資
料
で
す
。建

築
・
土
木
に
携
わ
る
次
世
代
へ
、景
観
や
地
域
資
産
を
未
来
へ

継
承
す
る
大
切
さ
を
伝
え
る
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Nagasaki Holland Village 1983-2001
SUSUMU KOSHIMIZU

新キャンパス
Sustainable Smart Campus

2027 年度
　竣工予定

　令和9年度に迎える創立85周
年を記念し、式典や記念講演会
などの事業を実施します。

1．創立85周年事業

●記念式典の開催
●記念講演会の実施

　より良い学びの環境づくりのため、教
育・研究環境の充実に取り組みます。

2．教育・研究支援事業

●新学部・長崎高専（仮称）の新棟建設
●既存施設、学生の教育研究用設備、
　課外活動の施設設備の充実
●教員の研究活動の支援

　先進的な理系教育と次世代産業を支える技
術者の育成を目指し、学生支援を充実させます。

3．奨学支援事業
　次の応援もございます。

ほか

●造船エンジニア支援
●女性エンジニア支援
●キャリア形成・就職支援
●経済的支援が必要な学生への支援

●使途一任
●土地の寄贈
●現物の寄付

ご寄付のお申し込みについて

　クレジットカード、コンビニエンスストア、インターネットバンキ
ング（Pay-easy）でお支払いいただけます。お申込み後は、決済代
行会社「株式会社エフレジ」の専用サイトでお手続きください。

1．「インターネット」によるご寄付のお申込み

税制上の優遇措置について

　本学への寄付金は、文部科学省より寄付金控除
の対象となる証明を受けています。寄付金控除に
は、税額控除制度 と 所得控除制度 の２種類があ
り、確定申告の際には、寄付者様ご自身においてど
ちらか一方の制度をご選択ください。

1．個人が寄付した場合の税制上の優遇措置

寄付者ご芳名

　ご寄付いただいた
皆様への感謝の意を
込め、ご芳名を本学
ホームページに掲載
させていただきます。

令和7 年度（2025 年度）
法人の財務状況

　令和7年度（2025
年度）法人の財務状況
は、本学ホームページ
でご確認いただけま
す。

　ご寄付にあたっては、事前に本学ホー
ムページに掲載している内容をご確認
くださいますようお願いいたします。

　本学への寄付金は、一般寄付金の損金算入限度額
とは別枠で損金算入することができ、税務上の優遇措
置を受けることができます。

2．法人が寄付した場合の税制上の優遇措置

　払込用紙により銀行または郵便局にてお振込みいただけます。
ご利用の方は、財務調達班までご連絡ください。

2．「銀行・郵便局へ振込」によるご寄付のお申込み

※インターネットによるご寄付は、本学ホームページからお手続きいただけます。

クレジットカード コンビニエンスストア インターネットバンキング
（Pay-easy）

￥

High school Information
附属高等学校ニュース

知財力開発校支援事業

アイデアを、価値に。 継続 2年目！
ただモノを作るだけでなく、
自分の生み出したデザインや技術を
「自分だけの価値（知的財産）」として
社会につなげる方法を学びます。
変化の激しいこれからの社会で、
自分らしく道を切り開くための
『一生モノの武器』を手に入れる教育です。

DXハイスクール

DXで、未来を創る。 継続 3年目！
最新の3Dプリンタやレーザー加工機、
プログラミング技術を活用し、
自らの手で新たな価値を創り出す
「デジタルものづくり」を実践します。
変化の激しいこれからの時代、テクノロジーを自在に操り、
社会へ新しい風を吹き込むための
『一生モノの武器』を手に入れる教育です。

　6月5日（金）、大村シーハットにおいて、
開会式が行われ、6日～12日に各競技が
実施されました。
　本校は、３競技に参加し、最後まで全力
で戦い抜きました。

　エンジニアコースでは、理工系への進学や技術
者を目指す生徒が、数学・理科を中心に専門的な
知識と技術を学んでいます。卒業制作では、附属
高校校舎のミニチュアを制作し、ドローンによる測
量や3Dスキャナ、3Dプリンタ、レーザーカッターなど
を活用した実践的なデジタルものづくりに挑戦しま
した。多くの生徒が同法人の大学へ進学し、未来
のエンジニアを目指しています。

大会結果

【サッカー競技：準優勝】
▶決勝　0－1（延長）　国見高校
─────────────────────
【バレー競技：第３位】
▶準決勝　0－2　佐世保南高校
　（19－25、24－26）
▶九州大会代表決定戦  0－2  長崎南山学園
　（23－25、23－25）
─────────────────────
【バスケットボール競技】
▶3回戦　54－113　瓊浦高校
─────────────────────
【eスポーツ】
▶STAGE 0全国高校対抗eスポーツ大会
　ベスト8

実写（長崎総合科学大学附属高等学校）
3Dスキャナ、3Dプリンタ、レーザーカッターなどを活用して模型を作成

エンジニアコース デジタルで、本物をつくる。

N7WAY
高大一貫教育システム 高校×大学

▼
キミの学びがここから始まる

▼
高大一貫キャリア教育

『N7WAY』は高大一貫教育システム。今までの普通科、工業科、
商業科などの枠組みを超え、予測不可能な時代を見
据え、多様性の視点から創造性を構築す
る次世代キャリア教育。
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